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おり、日本でも松村（1991）によって日本人向けの不合理な信念の測定尺度（Japanese Irrational Belief 







































所要時間は 15 分である。324 名の回答を得て、記入漏れの回答を除いた結果、有効回答数は 285 名で
有効回答率は 87.96%であった。 
 ただ、研究Ⅱで必要な協力者が十分に得られなかったため、追加で調査を行った。追加の調査では、
86 名の回答を得て、記入漏れの回答を除いた結果、有効回答数は 83 名で有効回答率は 96.51%であっ
た。全て合わせて、410 名の回答を得て、記入漏れの回答を除いた結果、有効回答数は 368（男性 157
名、女性 211 名）となり、有効回答率は 89.76％であった。 
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 W.K.Zung の原著で、福田・小林（1983）によって日本版に標準化されている。全 20 項目で、各項





ⅰ. 過剰適応、不合理な信念には相関関係があるのではないか。  
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ⅱ. 過剰適応が高く、かつ不合理な信念も高いほど抑うつが高いのではないか。 









表 1 各尺度および因子の記述統計量    
n=368 最小値 最大値 平均値 標準 偏差 
過剰適応得点 62 150 105.84 14.85 
自己抑制 7 35 20.43 5.81 
人からよく思われたい欲求 10 35 26.91 4.93 
他者配慮 16 35 26.40 3.90 
期待に沿う努力 7 30 18.71 4.74 
自己不全感 4 20 13.39 3.68 
不合理な信念得点 27 87 61.99 9.29 
自己期待 4 20 10.73 3.33 
依存 4 20 12.22 3.27 
倫理的非難 4 20 14.14 2.93 
問題回避 4 20 11.00 2.98 
無力感 4 20 13.89 2.99 
抑うつ得点 24 67 42.33 7.35 
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表 2 過剰適応、不合理な信念及び抑うつの相関 
 過剰適応得点 不合理な信念得点 抑うつ得点 
過剰適応得点 ― 0.467*** 0.412*** 
不合理な信念得点  ― 0.272*** 
抑うつ得点   ― 







表 3 過剰適応の下位尺度と不合理な信念の下位尺度 
 





  不合理な信念 
  自己期待 依存 倫理的非難 問題回避 無力感 
自己抑制 0.140** 0.100 0.005 0.408*** 0.163** 
人からよく思われたい欲求 0.271*** 0.253*** 0.188*** 0.172** 0.225*** 
他者配慮 0.279*** -0.035 0.053 -0.024 -0.035 
期待に沿う努力 0.566*** 0.229*** 0.118* 0.157** 0.119* 
自己不全感 0.233*** 0.218*** 0.062 0.309*** 0.186*** 














表 4 過剰適応および不合理な信念と抑うつ（重回帰分析） 
 B SE B β 
説明変数    
過剰適応 0.18 0.03 0.36*** 
不合理な信念 0.08 0.04 0.10 
R２ 0.18***   
従属変数：抑うつ     









全調査協力者の平均点を基準にしてより高いものを H 群、低いものを L 群とし、それぞれ組み合わせ
て 4 群に分けた（HH 群は過剰適応高群かつ不合理な信念高群、HL 群は過剰適応高群かつ不合理な信
念低群、LH 群は過剰適応低群かつ不合理な信念高群、LL 群は、過剰適応低群かつ不合理な信念低群
とする）。そして 4 群と抑うつとの関連を検討するため、4 群を独立変数、抑うつを説明変数として 1
要因の分散分析を行った。結果は以下のとおりである。 
 
表 5 過剰適応および不合理な信念と抑うつ（1 要因分散分析） 
 HH 群（N=117） HL 群（N=60） LH 群（N=80） LL 群（N=111）  
  平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差 F 値 
抑うつ 45.29 6.74 42.38 7.29 42.40 6.98 39.13 7.00 14.89*** 
*** p < .001            
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図 1：過剰適応と不合理な信念の組み合わせの 4 群の平均値のプロット 
 
  
 まず分散分析の結果としては、抑うつの効果は有意であった（F(3,364) = 14.89, p < .001）。また、Tukey
法を用いた多重比較によれば、4 群の度数に若干のばらつきはあるものの、HH 群は他の 3 群に比べ有





 学年と過剰適応との関連を検討するために、学年を独立変数、過剰適応を説明変数とした 1 要因の
分散分析を行った。結果は以下のとおりである。 
 
表 6 学年と過剰適応（1 要因分散分析）     
 1 年生（N=103） 2 年生（N=120） 3 年生（N=86） 4 年生（N=59）  
 平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差 F 値 
過剰適応 103.96 14.65 107.90 14.40 105.97 16.14 104.73 13.95 1.44n.s. 












 2・3 年生と 1・4 年生の 2 群にわけ、それぞれの平均値に違いがあるのか確認をするため、t 検定を
行った。結果は以下のとおりである。 
 
表 7 2・3 年生および 1・4 年生と過剰適応 （t 検定） 
  2・3 年生（N=206） 1・4 年生（N=162）  
  平均 標準偏差 平均 標準偏差 ｔ値 
過剰適応 107.09 15.14 104.24 14.36 1.83 
 
 2・3年生と1・4年生の2群に分け、それぞれの平均値の差を確認すると違いが出ると予想していた
が、結果としては有意差は見られなかった（t(366)=1.83 , p=0.67 n.s.）。しかし、p=0.67と有意傾向は見
られた。よって、仮説ⅲは支持されない結果となった。  
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面接調査への協力を承諾したＸ大学の学生 5 名（男性 3 名、女性 2 名）に 45 分程度の半構造化面接
を実施した。場所はプライバシーを保つことのできる静穏な個室で行った。面接協力者の許可を得て、
面接の内容を IC レコーダーで録音し、後日逐語記録を作成した。 
 
表 8 インタビュー協力者の内訳 
 過剰適応 不合理な信念 抑うつ 
A 文系 2 年 19 歳 132 80 39 
B 文系 3 年 20 歳 116 80 39 
C 文系 4 年 22 歳 119 60 41 
D 文系 4 年 22 歳 130 73 34 
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３． 結果 
（１）分析方法 
 大谷（2008、2011）が考案した質的データ分析手法の SCAT（Steps for Coding and Theorization）を用
いた。本研究では指導教員、そして臨床心理学専修の大学院生複数名と協働して分析を行い、妥当性
と信頼性の確保に努めた。 
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 多忙な D であるが、効率的な時間の使い方を見つめなおすなど、多忙さを周到なスケジュール調整
やマネジメント能力の高さによりこなしてきた。また、周囲のことがよく見えることなど自分の性格
は肯定的受け止めている。 
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か。まず分散分析の結果としては、抑うつの効果は有意であった（F(3,364) = 14.89, p < .001）。また、
Tukey 法を用いた多重比較によれば、4 群の度数に若干のばらつきはあるものの、HH 群は他の 3 群に














































ルで 2 年生が中心的役割を担っている点が挙げられる。そのため、2 年生において過剰適応得点が高
くなったのではないだろうか。  
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